
１ 現状・課題

・ 森林経営管理制度に取り組む市町村においては，林業経営に適した森林か否かの

判断に際し，事前の森林資源調査や境界確認が重要

・ 森林資源調査等には，多くの労力･時間や関連する知識･技術を要するが，林業の

専門職員が少ない市町村においては，効率的な技術や手法等が必要

・ 本県では，森林環境譲与税を活用し，同制度を推進する市町村の支援策として，

既存のＩＣＴ技術等を組み合わせた効率的な森林資源調査手法等を実証・普及

【鹿児島県】
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意向を調査

経営管理を委託

林業経営に適した森林【再委託】

※林業経営に適さない
森林は市町村で管理

<課題>

(1)労力や時間の不足

(2)知識や技術の不足

市町村が抱える
課題への対応策

(1)省力的・効率的な森林資源等調査手法の提供
(2)小規模で分散した森林等の効率的な集積方法の提供

２ 森林資源調査等におけるスマート林業推進のロードマップ

項目等 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７～

意向調査

現地調査
＆

境界確認

集積支援
(連絡路網)

(市町村サポートセンターによる支援 Ｒ元～) （継続）

省力的・効率的な
森林資源等調査
手法の提供

小規模で分散した森林等の
効率的な集積方法の提供

実装ＩＣＴ技術等を活用した業務効率(スマート)化の取組

普
及

普及・実用化

・ドローンと地上レーザ計測を
組み合わせた森林資源調査

・360度カメラとＶＲゴーグル
を組み合わせた境界の確認

・ドローンレーザ計測と路網設計支援ソフトを
組み合わせた効率的な林内路網の検討

・Ｒ元に配布済みの森林経営管理支援システム
を改修して森林の集積を可視化

・マニュアル作成と市町村等への研修開催

集積の隘路（さらなる課題）
小規模･分散な森林の対応→

360度カメラ

ドローン
ＶＲゴーグル

地上レーザ計測器



３ 取組内容（森林環境譲与税を活用した市町村支援）

・ 市町村が森林経営管理制度を進めるに当たり，森林資源調査等の省力化・効率化，

小規模で分散した森林等を集積する技術(連絡路網や合意形成等)の支援が必要

・ 地上レーザ計測等のＩＣＴ技術を活用した森林資源調査等の手法を提供

(2) 小規模で分散した森林等の効率的な集積方法の提供

＜森林管理イノベーション導入事業（Ｒ４～６）＞

ドローンレーザ計測

点群データ 樹高と表層

地形モデル 標高色分け

◆ドローンレーザ計測による地形等解析(Ｒ４)
（分散した森林の地理的条件を把握）

◆路網設計支援ソフトとの連携(Ｒ４)
（分散した森林を路網で連結⇒集約化）

路網設計支援ソフト

分散森林を連結

現地と照合

地図データ

施業履歴等
森林経営計画情報
意向調査結果

今回のシステム

◆森林経営管理支援システム(市町村配布済)の改修(Ｒ５)と市町村等へ普及(Ｒ６)

Ｒ４の事業成果等を森林経営管理支援システムへ編入(改修) マニュアルの作成 普及に向けた研修開催

(1) 省力的・効率的な森林資源等調査手法の提供

＜森林資源調査イノベーション推進事業（Ｒ２,３）＞

◆ドローンと地上レーザ計測による森林資源調査 ◆360度カメラやＶＲゴーグルによる境界確認

360度カメラの画像

不在村所有者への遠隔説明

VRｺﾞｰｸﾞﾙで確認

境界候補図地上レーザスキャナ
３次元データ解析
高精度の調査結果

ドローン


